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　総社市北部に位置し、高梁川支流の槇谷川が花崗岩
の台地を深く削って形作った懸崖に、主峰の天柱山（海
抜 330m）をはじめ、剣峰、雲梯峰など奇岩が天を突
くようにそびえ立つ岩石美に、清流と桜、新緑、紅葉
の調和した渓谷が壮大な自然美をくりひろげる景勝地。
岡山県を代表する名勝地として 1923 年に国の名勝に
指定されている。
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印刷業 100 年　岡山県印刷工業組合老舗企業を訪ねる
活文堂印刷株式会社

１．創業はいつ頃ですか
　活文堂印刷の前身「三村成粋堂（明治 42 年 11 月創業）」
を経て、大正３年（1914 年）６月、岡山県岡山市石関町で『三
村活文堂』として誕生しました。屋号のとおり活字印刷を
生業とする会社でした。初代は三村竹次郎・二代目 三村研
爾・三代目 三村明彦・四代目 三村康彦とつづいてきまし
た。創業場所は現在のオリエント美術館の真向かいになり
ます。
　なるほど、岡山神社に御社の名前が出ているのは、そう
いう関係があるのですね。

　エピソードはありますか
　昭和 45 年２月。二代目三村研爾のとき、隣家からの火災で社屋が全焼するという大きな試練に見舞われました。年
度末受注した仕事も納期を守ることができなくなり、父が印刷工業組合企業の仲間に相談したところ、受注した印刷
物は全て組合員で分業して代理印刷をしていただくことになり、なおかつそこから、活文堂に利益が出るよう格安の
価格で製作してくれたと聞いております。困難なときに手を差し伸べてくれる仲間の存在に深く感謝し、「困った方が
いれば助ける」という精神が弊社の根幹となっています。
　焼失から間もなく心労と病魔に侵された二代目社長の三村研爾は他界しました。それで私の父、明彦が社長を引き
継ぐことになりました。縁あって奥田で会社を再興しましたが、会社の前に化学薬品処理工場があったため、設置機
械の金属部分が化学反応を起こして錆てしまう環境でしたが、資材取引先の有形無形の援助を支えに、専務である母・
三村計子と共になんとか再建することが出来ました。会社は稼働しても敷地内にあったあばら家の自宅では裸電球一
個の生活が長く続きました。

２．100年以上続けられてきた理由は何ですか
　100 年の間には、会社の存続が危ぶまれる出来事が何度
もありました。昭和９年９月の室戸台風では、岡山市が大
洪水に見舞われました。会社が石関町にあったため、旭川
の氾濫により直撃を受けたようです。
　続いて、昭和 20 年６月 29 日の岡山大空襲では、過去
の歴史に関わる資料のほとんどが失われました。唯一手元
に残ったのは、倉敷翠松高校の前身「翠松舎」の交友誌です。
創刊号は昭和２年で、三村活文堂で作らせていただき大変
貴重なものです。【写真あり】

三村康彦氏（左）と和彦氏（右）

創業 100 周年感謝の集いの様子

「翠松舎」の交友誌
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フォントの
サブスクリプションサービス

　第二次世界大戦も終わり、一時疎開していた早島町から石関町に復帰し再興しました。経済が徐々に回復する中、
印刷機械も活版印刷からオフセットへの変換期となり軽オフ機械の導入、手動写植機も設置しましたが、活版印刷だ
けはすてることなく今もなお主力カテゴリーとして付加価値加工機として活躍しています。
　業理念である「すべてはお客様のために」、職務規範である「最善を尽くせ。しかも一流であれ」の精神を受け継ぎ、
決して派手ではなく、日々コツコツと積み重ねてきたことが、100 年以上続けられてきた理由だと思います。

３．会社の特徴と強みはなんですか
　「コアコンピタンスとアライアンス」と考えています。活文堂印刷はナンバーリング印刷や活版機によるミシン加工
など、時代の変遷の中で他社様が手放さざるをえなかった技術が残っています。この核たる技術をもってご依頼に応え、
自社で完結しない部分はお力添えをいただく。創業から 111 年の中でいただいたこの関係性が一番の強みです。
　また、活文堂印刷は先代の頃から企業運営方針として残業をしないこととしています。印刷業は０から１を生み出
す業種です。【寝食などの生きるための８時間】【社会貢献として働く８時間】【趣味や学びなど自分のためによく生き
る８時間】この三つのバランスが取れなければ人生の彩（あや）もありませんし、「自分のためによく生きるための時間」
を取ることが翻って新たなアイデアやお客様のご要望にお応えする力に繋がると考えています。

４．今後の展望と目標
　今年度よりデジタル印刷機を導入しました。近年印刷の概念が「同一の情報を大量に複製する」ことから「可変す
る情報を小ロットに」という方向に移行しているのを感じています。
　時代の流れに置いて行かれない事も重要ですが、強みである加工技術の継承も同様です。昨年度より次世代を担う
人間も入社し、新たな取り組みも始まっています。既存の強みと新しい取り組みの両輪で、地域課題に立ち向かうロー
カルゼブラ企業となるべく今後も邁進してまいります。

　貴重なお話を聞かせていただきありがとうございました。
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　令和 7 年 10 月 10 日（金）、東京・東京會舘にて、全日本印刷工業組合連合会の

創立 70 周年記念行事が盛大に開催されました。正午から始まった式典には、全国

各地から約 800 名もの参加者が集い、印刷産業の歴史と未来を共に祝う場となりま

した。

　岡山県工組からは味野理事長、高田専務理事、小山副理事長、大塚理事、友野理

事が出席しました。

　今回の記念行事のテーマは「REBOOT THE PRINT 印刷のチカラ、再起動」。記念

式典で挨拶に立った瀬田会長は「我々の先人たちは英知を結集し、様々な困難を熱

い想いを持って乗り越え、今日までそのバトンを私達に繋いでくれている。印刷に

は結ぶ力、伝える力がある。この力を磨き極め人々の暮らしを彩り、幸せを創る印

刷産業を皆さんと共に作っていきたい」と挨拶がありました。

　来賓挨拶では、武藤前経済産業大臣、自由民主党中小印刷産業振興議員連盟の中

曽根会長より祝辞が寄せられ、印刷業界の歩みと今後への期待が力強く語られまし

た。続いて、業界に顕著な功績を残された 120 名の方々への表彰が行われ、大塚理

事が「中小企業庁 長官賞」を受賞されました。

　さらに記念講演では、メディアアーティストの落合陽一氏を迎え、「印刷産業の近

未来」をテーマに先進的な視点からの講演が行われました。デジタル技術と印刷の

融合による新たな可能性について語られました。

　記念パーティーでは、ジョン・カビラ氏の軽快なトークによる司会進行のもと、

自由民主党印刷議員連盟の片山財務大臣をはじめ多くの国会議員が登壇。石破前総理からのビデオメッセージも上映

され、最後には小池東京都知事が登場されるなど、会場は熱気と祝福に包まれました。

　なお、石破前総理のビデオメッセージは政府広報オンラインにて公開されていますので、ご興味のある方はぜひご

覧ください。

全印工連創立 70 周年記念行事「REBOOT THE PRINT 印刷のチカラ、再起動」
全国から 800 名が参加

瀬田会長

武藤前経済産業大臣
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司会のジョン・カビラ氏

「中小企業庁 長官賞」を
受賞した大塚理事

表彰式の様子

記念パーティーの様子
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令和７年度「第３回理事会」開催

　令和７年 11 月 27 日 ( 木 )　14 時からアークホテル
岡山で理事 12 名、監事１名が参加して開催されました。
味野理事長から開会挨拶につづいて、以下の内容が審
議されました。
議案
１、�全日本印刷工業組合連合会創立 70 周年記念行事報告

２、官公需対策について
３、支部再編について
４、新年互例会について
５、プリンテックフェアー 2026 について
６、岡山印刷工業組合事務所家賃改定について
７、その他

津山支部　労務管理セミナー開催

　令和 7 年 10 月 15 日（水）、昨年に引き続き、
津山鶴山ホテルで労務管理セミナーを開催し、8 社
が参加しました。講師を社会保険労務士の穐田恒夫
氏にお願いし、「最低賃金への対応」「業務改善助成
金」「マネージャーの落とし穴」の 3 つをテーマに、
解説をしていただきました。最低賃金改定に伴う企
業の対応ポイントや、業務改善助成金の活用方法、
さらに管理職が陥りやすい課題とその対策など、参
加企業にとって大変役立つ内容になりました。

事務局研修会開催、岡山県工組が担当

　令和７年 11 月７日（金）、真庭市において「中
国地区印刷工業組合事務局研修会」が開催されまし
た。本研修会は、中国地区の各県工組が持ち回りで
担当し、毎年実施されているものです。今年度は岡
山県工組が担当を務め、中国地区各県工組から事務
局担当者７名が集まり、今年度の活動報告をはじめ、
技能検定の取り組みや業界が直面する諸課題につい
て意見交換が行われました。 本研修会を通じて得
られた意見は、次年度の活動計画に役立てたいと思
います。
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　 先月、サイボウズ青木社長のお話を伺う機会がありました。
　社員の退職が多かった経験から、「社員が 100 人いれば 100 通りの働き方がある。残業したい人はすればよいし、
子育てや家庭を優先したい人は残業をしなくてもよい」。
　勤務時間も柔軟に決められる環境の中で、社員一人ひとりが自分らしい働き方を選び、その責任を持ちながらチー
ムワークを築いていく。これこそが次世代の働き方なのだと感じました。  
　社員の提案を受け入れ、組織が進化することで売上増加につながることは、「多様性が力になる」ことを証明し
ています。一方Ｔ首相の午前３時からの働き方は論外ですが ....。
　今年一年お世話になりました。

 編 集 後 記

■ 第 39 回親睦ゴルフ大会
　令和７年 11 月１日（土）、岡山ゴルフ倶楽部帯江コースにて、岡山県印刷工業組合員、岡山県印刷関連産業協議会
会員、賛助会員の計 21 名が参加し、「第 39 回親睦ゴルフ大会」を開催しました。爽やかな秋晴れに恵まれ、まさに“ゴ
ルフ日和”。会話もよく弾み、和やかな雰囲気の中で親睦が深められました。
　優勝争いはネット 0.2 差という接戦となり、見事トップに輝いたのは稲岡努氏（㈱高田洋紙店）。参加者からは「帯
江は狭い！」「グリーンがむずかしい！」と、コースに翻弄されつつ楽しんだ様子の声が聞かれました。
　次回はいよいよ第 40 回の記念大会。節目の大会を盛り上げるべく、皆さまのご参加をお待ちしています。

　上位入賞者は以下の通りです。（敬称略）

優　勝 稲岡　努 グロス 91 HC 18.0 NET 73.0 （㈱高田洋紙店）
準優勝 渡辺秀樹 96 22.8 73.2 （㈱富士 FGS）
３　位 石田英樹 86 12.0 74.0 （㈱ブックス）

　■ 訃報
　山陽印刷㈱　社長　森田宗一郎様が令和７年 12 月９日にご逝去されました。（59 歳）

　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　〒 700-0838　岡山市北区京町 4-13
　10 月１日付けで代表取締役 野村京太郎氏が退任、竹中順哉氏が就任されました。

株式会社　藤井印刷所

会社情報 優勝した稲岡努氏
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岡山県洋紙商連合会

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL.（0868）23-2154

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234


